
○　生徒一人一人を大切にした教育を実践します。

　１　「分かる授業」の実践
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では「分かる授業」を実践しています。全体的に見てあなたは授業を理解できていますか。<質1>
　　　（保護者）伊予高校では「分かる授業」を実践しています。全体的に見て、お子様は授業を理解できていると
　　　　　　　　思いますか。<質1>

　　　（教　員）「分かる授業」の実践ができていると思いますか。<質1>

<結果分析>(教務課)

　２　学力の向上
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）あなたは今年、自分の学力が向上したと思いますか。<質16>

　　　（教　員）生徒自身が学力の向上を自覚できるような学習指導ができたと思いますか。<質15>

<結果分析>(教務課)

　３　家庭学習時間
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では家庭学習時間を１・２・３学年別に最低３・３・４時間確保することをめざしています。
　　　　　　　　あなたは日頃からこの家庭学習時間が確保できていますか。<質2>

　　　（保護者）伊予高校では家庭学習時間の確保を目指しています。お子様は家庭学習に取り組んでいますか。<質2>
<結果分析>(教務課)

　約３割の生徒しか家庭学習時間の目標を達成できて
いないことに加え、保護者は約５割が家庭学習に取り
組めていると考えており、大きな差がある。学習習慣
の確立のため、学年・教科・担任が連携を深め、適切
な質と量のバランスを考えた課題を提示することが必
要である。

【R05-3】
令和５年度  学校評価アンケート（生徒、保護者、教員）
結果の比較グラフ及び結果分析  　　　　　　　　　　　

　生徒・保護者の約８割、教員の９割が肯定的な評価
を行っていることから、概ね「分かる授業」が実践さ
れていると考察できる。しかしながら、この約１割の
差はそれぞれの母集団の人数を考えたとき、無視する
ことはできない。生徒・保護者と教員との間に温度差
があることは否定できない。

　約７割の生徒が、学力の向上を自覚している点は評
価できる。しかし、教員の約４割が生徒自身の学力の
向上を自覚できておらず、温度差がある。個別最適な
学びの実践を行う中で、進路実現につながる学力の向
上を図るための授業改善が求められる。
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　４　進路情報の提供
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）あなたが進路を考える際に、適切な進路情報が得られたと思いますか。<質17>

  　　 (保護者）お子様が進路を考える際に、適切な進路情報を得ていると思いますか。‹質14>

　　　（教　員）生徒の進路実現のために、適切な進路情報を提供し、科目選択の指導ができたと思いますか。<質17>
<結果分析>(進路課)

　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では進路実現のために教員による個別面談の充実を目指しています。
　　　　　　　　あなたが受けた面談は充実したものでしたか。<質3>

  　　 (保護者）伊予高校では進路実現のために教員による個別面談の充実を目指しています。
　　　　　　　　保護者面談は充実したものでしたか。<質3>

<結果分析>(進路課)

　５　資格取得の支援
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）あなたが取りたいと思う各種資格について、その情報や、受検機会は十分あったと思いますか。〈質18〉
  　　 (保護者）お子様が取りたいと思う各種資格について、その情報提供や受検機会は十分あると思いますか。〈質15〉

<結果分析>(英語科)

　17　高校生活の満足度
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校での高校生活を振り返ってみて、あなたはどう感じていますか。〈質19〉
  　　 (保護者）伊予高校での高校生活を、お子様はどのように感じていますか。〈質16〉

<結果分析>(管理職)

  生徒への情報発信は、毎年肯定的な評価が微増して
おり、様々な形で情報提供を行ってきた成果が表れて
いる。半面、昨年度改善されていた「保護者への情報
発信」に関しては微減しており、生徒から保護者へ進
路情報等が伝えられていないことも考えられるため、
ＷＥＢ等を活用した保護者への発信を充実させていく
必要がある。教員の評価に関しては、昨年度よりは改
善されているものの、まだ不安を感じている教員がい
ることを踏まえ、特に科目選択時に教務と連携し、生
徒の実情に応じた指導を考え、改善していきたい。

  昨年度以上に、大多数の保護者・生徒から高い評価
を得ているのは、担任による面談だけでなく、様々な
機会を通して、進路課員や部活動顧問、学年団の先生
などが生徒と話す機会を設けた結果であると考えられ
る。今後も教員が連携しながら、個々の進路実現に向
けた面談を充実させていきたい。

　　　（教　員）本校では、生徒の各種資格取得のための配慮や支援ができていると思いますか。<質16>

　生徒、保護者、教員の約８割が資格取得の支援に対
して、肯定的な回答をしている。本校では年に３回、
実用英語技能検定を実施しており、生徒への案内は担
任及び英語授業担当者が行っている。さらに周知する
ために、他の方法も考える必要がある。

　生徒、保護者ともに「良い」「どちらかというと良
い」について昨年度よりも多い９割を超える評価を得
ることができており、今年度の取組が一定の効果が
あったことを示している。今後についても、生徒一人
一人を大切にした指導を実践するとともに、満足度
100％を目指して、生徒、保護者のニーズを掘り起こ
し、学校の魅力化につなげていきたい。
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○　地域に貢献できる生徒を育てます。

　６　人権意識の涵養

　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では人権を大切にする心の育成に努めています。あなたはホームルーム活動等に積極的に
　　　　　　　　参加できましたか。<質11>

　　　（保護者）伊予高校では人権を大切にする心の育成に努めています。お子様は人を思いやる気持ちが育って
　　　　　　　　いると思いますか。<質10>

　　　（教　員）本校生は人権・同和教育に積極的に取り組んでいると思いますか。<質9>

<結果分析>(保健厚生・人権教育課)

　７　挨拶の励行
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では爽やかな挨拶ができるよう指導しています。あなたは校内で先生や来客への挨拶を
　　　　　　　　日頃から心掛けていますか。<質6>

　　　（保護者）伊予高校では爽やかな挨拶ができるよう指導しています。お子様は日頃から挨拶ができていますか。<質6>
　　　（教　員）本校生の挨拶はよくできていると思いますか。<質5>

<結果分析>(生徒・特活課)

　８　身だしなみ指導
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒） 伊予高校では身だしなみを大切にしています。あなたは日頃から身だしなみがきちんとできて
　 　　　　　　　いますか。<質8>

　　　（保護者）伊予高校では身だしなみを大切にしています。お子様は身だしなみを整えていますか。<質7>

　　　（教　員）本校生の身だしなみは整っていると思いますか。<質19>

<結果分析>(生徒・特活課)

　全体的に挨拶はよくできている。生徒はよくできて
いると思っても、保護者はあまりできていない
（14％）と評価しており、家庭生活で挨拶の指導が徹
底できていない可能性がある。コロナの時期と比べる
と、表情豊かに挨拶できる生徒が少しずつ増えてき
た。学校生活全般において、自らすすんで気持ちよく
挨拶ができる生徒を増やしていきたい。

  アンケートの結果を見ると、「思う」「だいたい思
う」を合わせた割合は例年通りであるが、そのうち
「思う」と自信をもって回答をした生徒が６％、教員
が14％増えている。毎学期のホームルーム活動や毎月
の人権デーなどの取組の成果が表れ、人権を大切に
し、人を思いやる気持ちが育っている。一方、積極的
な行動につながっていない面もある。「差別をなくし
ていく行動力」を身に付けさせる指導を行っていきた
い。

  保護者は身だしなみ指導に対して高評価をしてい
る。一方、教員や生徒は低評価（生徒24％、教員
10％）をつけている者が一定層存在する。近年、生徒
や保護者の要望を受けて、身だしなみに関する校則を
改訂してきたが、全般的に成果が上がっているとはま
だまだ言えない。時代の変化に応じて、身だしなみの
在り方は変化すべきものと考えるが、フォーマルと
ファッションの違いをきちんと理解して、伊予高校生
として端正、清楚な身だしなみを日常的にきちんとさ
せていく努力を怠ってはならないと感じている。
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　９　社会規範の指導
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では交通ルールなどの社会規範を守るよう指導をしています。あなたは日頃から社会規範を
　　　　　　　　守っていますか。<質9>

　　　（保護者）伊予高校では交通ルールなどの社会規範を守るよう指導しています。お子様は日頃から社会規範が
　　　　　　　　守れていると思いますか。<質8>

　　　（教　員）本校生に社会規範を身に付けさせる指導はよくできていると思いますか。<質7>

<結果分析>(生徒・特活課)

　10　清掃指導
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では時間いっぱい清掃に取り組む指導を行っています。あなたは日頃から時間いっぱい清掃が
　　　　　　　　できていますか。<質7>

　　　（教　員）本校生の清掃活動は時間いっぱいできていると思いますか。<質6>

<結果分析>(保健厚生・人権教育課)

　11　遅刻を減らす指導
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では時間を大切にする教育を進めています。あなたは日頃から８時20分までに教室に入室
　　　　　　　　できていますか。<質13>

　　　（保護者）伊予高校では遅刻を減らす指導を進めています。お子様は日頃から遅刻をしない時間帯に登校して
　　　　　　　　いますか。<質12>

　　　（教　員）本校生は始業時間など時間を守ろうとする意識が高いと思いますか。<質11>

<結果分析>(生徒・特活課)

  ほとんどの生徒や保護者は日常的に社会規範が守れ
ていると思っているが、教員はそのように思っていな
い。（あまり24％）生徒や保護者と教員では社会規範
を「守る」「守らせる」点で、考え方や認識の程度に
大きな開きがある。その差を埋めるには、まず生徒や
保護者に現状をしっかり知ってもらうことが大事であ
る。そのためには教員も学校生活のあらゆる場面で社
会規範を身に付けさせる指導を徹底していく必要があ
る。

　「思う」と「だいたい思う」が、生徒は96％（昨年
92％）、教員は77％（昨年76％）と微増している。そ
のうち、「思う」と応えた生徒は８％増えている。清
掃に対する生徒の意識が向上していると思われる。よ
り生徒が清掃活動への意欲をもてるよう、成果が実感
できる清掃方法の工夫や指導を行っていきたい。

  生徒や保護者は時間を守る意識が高いと思っている
が、教員はそのようには思っていない。（あまり
61％）生徒や保護者と教員では時間を「守る」「守ら
せる」点で、考え方や認識の程度に大きな開きがあ
る。昨年度と比べて、５分前登校指導は改善している
が、本遅刻は増加傾向である。学業不安（不振）、友
人関係など比較的共感しやすい理由だけでなく、課題
ができない、何となく足が向かないという生徒がコロ
ナを境に確実に増えており、これらの生徒への対応を
学校全体でしっかり行っていく必要がある。
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　12　ア　運動会
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では学校行事の充実を推進しています。　
　　　　　　　　ア　伊予高校の運動会は充実したものでしたか。<質5ｱ>

　　　（保護者）伊予高校では学校行事を充実させることに努めています。　
　　　　　　　　イ　伊予高校の運動会は充実していると感じましたか。<質5ｲ>

　　　（教　員）本校では学校行事に生徒が積極的に参加していると思いますか。<質4>

<結果分析>(生徒・特活課)

　12　イ　文化祭
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では学校行事の充実を推進しています。　
　　　　　　　　イ　伊予高校の文化祭は充実したものでしたか。<質5ｲ>

　　　（保護者）伊予高校では学校行事を充実させることに努めています。　
　　　　　　　　エ　伊予高校の文化祭は充実していると感じましたか。<質5ｴ>

　　　（教　員）本校では学校行事に生徒が積極的に参加していると思いますか。<質4>

<結果分析>(生徒・特活課)

　12　ウ　グループマッチ
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では学校行事の充実を推進しています。　
　　　　　　　　ウ　伊予高校のグループマッチは充実したものでしたか。<質5ｳ>

　　　（教　員）本校では学校行事に生徒が積極的に参加していると思いますか。<質4>

<結果分析>(生徒・特活課)

　新型コロナウイルス感染症対策が緩和され、昨年度
以上にやりたいことができるようになった。生徒が充
実感を持って意欲的に取り組むとともに、保護者の来
校が多くなったことが、生徒の活動の支えとなってい
るように感じる。生徒・保護者共に評価は高い。さら
に良くなるよう内容を精選し、生徒の自主的な行動を
引き出せるよう工夫・研究していきたい。

　運動会同様の評価ができる。一般公開できたこと
で、保護者や地域の方々に特色ある文化祭が発信でき
た。キッチンカーの評判も良かった。今後も伊予高の
充実した部分を、効果的に発信していきたい。

　生徒の意見を取り入れて種目を決定して実施してお
り、例年通り評価は高い。多くの生徒が満足感を得ら
れる活動となっている。今後もグループマッチだけで
なく、その他の学校行事の盛り上がりにつなげていき
たいと思う。
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　13　部活動の活性化
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では部活動の活性化を進めています。あなたは今年度、部活動に参加できましたか。
　　　　　　　　 <質4>

　　　（保護者）伊予高校では部活動の活発化を進めています。お子様は今年度（３年生は部活動終了まで）
　　　　　　　　部活動に参加できましたか。<質4>

　　　（教　員）部活動の活性化に努めることができたと思いますか。<質18>

<結果分析>(生徒・特活課)

　14　読書の奨励
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では読書習慣の確立を促進する上で年間読書数20冊を目標にしています。あなたは
　　　　　　　　読書に積極的に取り組みましたか。<質12>

　　　（保護者）伊予高校マニフェストでは年間読書冊数20冊を目標にしています。お子様は日頃から読書に
　　　　　　　　積極的に取り組んでいますか。<質11>

　　　（教　員）本校マニフェストでは年間読書冊数20冊を目標にしています。生徒は進んで読書をしている
　　　　　　　　と思いますか。<質10>

<結果分析>(図書・研修課)

　15　悩み相談
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では先生に悩みなどを相談しやすい雰囲気ができていると思いますか。<質10>

　　　（保護者）伊予高校では生徒が先生に悩みなどを相談しやすい雰囲気づくりに努めています。
　　　　　　　　そうした雰囲気ができていると思いますか。<質9>

　　　（教　員）本校では生徒が先生に気軽に悩みなどを相談できる雰囲気ができていると思いますか。<質8>

<結果分析>(保健厚生・人権教育課)

　「思う」「思わない」と回答した割合は、昨年と比
較して生徒がマイナス４％、教員がマイナス１２％、
保護者はプラス６％であった。例年評価の低い項目で
ある。学年が上がるごとにポジティブな回答が減る傾
向にある。朝の読書や図書委員会を通じた啓発活動に
取り組み、読書に親しむ機会を増やせるよう今後も努
力していきたい。

　部活動への加入率は高い。再開された大会やコン
クールに向けて生徒の意欲を喚起するために指導され
る先生方も様々な工夫・研究をされていることが高評
価につながったと思われる。体育部ではホッケー部男
女が文化部では吹奏楽部が全国大会へ出場した。

　「思う」「だいたい思う」は、生徒が76％（昨年
73％）、保護者が83％（昨年84％）、教員が90％（昨
年90％）、昨年とほぼ同様の回答であった。引き続
き、相談しやすい雰囲気づくりや、生徒・保護者と教
員とのコミュニケーション向上を図る。また、相談し
やすい雰囲気があると「思わない」生徒のニーズにも
対応できるようにしたい。

24%

20%

27%

24%

28%

66%

26%

32%

7%

26%

20%

0%

生徒

保護者

教員

思う だいたい あまり 思わない

28%

27%

18%

48%

56%

73%

15%

14%

10%

9%

3%

0%

生徒

保護者

教員

思う だいたい あまり 思わない

73%

72%

38%

14%

20%

56%

4%

5%

10%

9%

4%

0%

生徒

保護者

教員

思う だいたい あまり 思わない



　16  地域連携
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）伊予高校では地域のボランティア活動や地域貢献活動等への積極的な参加を推進しています。
　　　　　　　　あなたはそうした活動に参加できましたか。 <質16>

　　　（保護者）伊予高校では地域のボランティア活動や地域貢献活動等への積極的な参加を推進しています。
　　　　　　　　お子様はそうした活動に参加していますか。<質13>

　　　（教　員）本校生は地域のボランティア活動や地域貢献活動に積極的に参加していると思いますか。<質12>

<結果分析>(生徒・特活課)

 18 探Ｑ活動
　　　　アンケート項目
　　　（生　徒）探Ｑを通して、学校生活に対する考えや意欲が前向きになりましたか。<質22>

<結果分析>(情報・魅力課)

　19　業務の効率化と職場環境の改善
　　　　アンケート項目
     （教　員）業務の効率化と職場環境の改善が進んでいると感じていますか。

<結果分析>(管理職)

　過年度と比較すると業務の効率化および職場改善
について進捗が見られる。今後についてＩＣＴ活
用の習熟をさらに促し、業務の効率化を進めると
ともに、働きやすい職場環境を構築するための意
見の集約に努め、成果がより実感できるように取
り組んでいきたい。

 ９割を超える生徒が肯定的な回答をしており、探Ｑの
学びを学校生活に生かそうとしている。約20講座それ
ぞれで、大学教授や地域人材を活用した活動や、地元
企業や博物館との連携した探究活動など多様な学びが
実践され、効果が出ていると考えられる。「活動あっ
て学びなし」に陥らないように、目的を明確にして活
動の見通しを立てさせる活動や、学びを振り返る活動
を重視する改善を図りたい。

　新型コロナウイルス感染症対策が緩和され、ボラン
ティア活動や地域貢献活動が徐々に再開されてきた。
これまで生徒が活動する場が減ったことで低評価につ
ながっていたが、活動への参加意欲が高い生徒が多い
ので今後回復していくと思う。エミフル松前で先日
行った能登半島地震に係る義援金集めのボランティア
活動にも多くの生徒が参加した。
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